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保育者を対象とした絵本選書の研修
―共通テーマによる絵本三冊の比較 ―
梶谷　恵子※・脇　明子※・湯澤　美紀※・片平　朋世※
A Report about “Practical Tips on How to Select Picture Books for Children” 
in the Teaching Certificate Renewal Program at Notre Dame Seishin University
Keiko Kajitani , Akiko Waki , Miki Yuzawa and Tomoyo Katahira
　This article reports an in-service training, titled “Practical tips on how to select 
picture books for children” in the Teaching Certificate Renewal Program at Notre Dame 
Seihin University in 2014. The program consisted of four phases. First, it introduced 
how kindergarten teachers should use picture books for enhancing children’s curiosity 
and leading children to the real worlds. Second, the participants participated in an 
active learning program, in which they listened to three different types of picture books 
in order to understand children’s points of view. Then, in a small group, participants 
provided with a work sheet discussed which book(s) was (were) suitable for children’s 
healthy development. Third, it introduced tips for a kindergarten teacher selecting 
picture books. Finally, latest research on children’s development was reviewed in terms 
of language acquisition. This article focused on the active learning phase. Through 
this program, participants said that they could recognize how important it would be 
to select picture books from the children’s points of view and to discuss it with other 
working colleagues.
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Ⅰ　はじめに
　幼児教育の場である幼稚園で絵本を活用
する場合，幼稚園教育の指針となる「幼稚
園教育要領」に示されているねらいや内容
に基づき，行う必要がある。
　「幼稚園教育要領」には，領域「言葉」
のねらいとして，「日常生活に必要な言葉
がわかるようになるとともに，絵本や物語
などに親しみ，先生や友達と心を通わせ
る。」1）とある。また，このねらいを達成す
るために，教師が指導し幼児が身に付ける
ことが望まれるものを示した内容には，「絵
本や物語などに親しみ，興味をもって聞き，
想像をする楽しさを味わう。」2）とある。
　本学児童学科では，1 年次の「児童文化
論Ⅱ」の授業を中心に，絵本についての教
育に力を入れてきた。絵本とは何か，絵本
キーワード：保育者研修，絵本，選書
※　本学人間生活学部児童学科
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して，「内容をよく吟味せずに題材だけで
選ぶ」傾向が目立つ。内容の吟味は，特に
重要であると考えるが，よく選ばれるもの
のなかに，子どもたちが笑うなど「反応が
いい」とされるものがある。そういうもの
には，人を見下して笑うような態度を子ど
もに植え付けかねないものも多い傾向があ
る。以上のように，数々の気がかりな現状
が見られるのである。
　しかし，絵本は，前述した「幼稚園教育
要領」にも示されているように，教育カリ
キュラムの一環として，保育のなかに明確
に位置付けられるべきものである。あらか
じめ，子どもの実情に合わせて，ねらいを
もってどのような絵本を選び子ども達に手
渡すか，入念な教材研究が求められる。
　そして，絵本を選ぶ際に，何よりも大切
にしたいのは，「物語の質」であると考え 
る。絵本を読み聞かせてもらう子どもは，
納得と満足の得られる良質な物語を耳から
聴きながら，同時に絵を読み絵本の世界を
楽しんでいるのである。そのためにも，絵
本の文章と絵のバランスが重要になってく
る。「絵の与えるイメージと，文章の呼び
おこすイメージがちぐはぐになったりしま
すと，子どもの心の中に混乱がおき，物語
の世界へ入ってゆけません。文と絵のつく
りだすイメージは同じ質のものであり，よ
く調和していなければなりません。」3）と，
松居直も述べている。また，中川李枝子は，
「読書の入り口としてあるべき絵本を曖昧
にしてはならない」4）「最初の段階から子ど
もの真の興味にこたえられる，すぐれた絵
本を用意しておきたいものです。そうしな
いと，母親のひざから離れたときが絵本と
さようなら，読書との別れになるでしょう。
二歳のときは二歳児なりの理解力でじゅう
ぶん楽しみ，五歳になったら，さらに五歳
児の能力でたっぷり楽しめる絵本を選びま 
す。くり返し，くり返し読んでも飽きな
を読み聞かせることの意味，子どもの育ち
を支えることのできる絵本選書の必要性な
どについて学ぶのである。その後，幼稚園
教諭一種免許状を取得する学生は，2 年次
の「言葉の指導法」で実際に本学附属幼稚
園の子どもたちに絵本読み聞かせ演習を行
う。また，3 年次の教育実習で実体験によ
る学びを深めている。学生が質のよい絵本
と出会うため，第 2 筆者が代表を務める「岡
山子どもの本の会」が選書した絵本 130 余
冊を掲載したブックリスト（2008 年 9 月，
2011 年 11 月）を受講学生全員に配布して，
選書の助けとしても活用させている。
　では，学生が教育実習を行い，後には就
職をする幼児教育の現場において，絵本は
どのように活用されているのであろうか。
その実態からは，必ずしも絵本が大切にさ
れているとはいえない姿が見受けられる。
その中からいくつか例を挙げると，①読む
時間が取れないとして，「ほとんど読まな
い」。②子どもは同じ絵本を何度も読んで
もらうことで，物語のなかに入り込み，共
通体験を深めることができるにもかかわら
ず，「一度読んだものは読まない」。③年長
児ともなれば長い物語についていく力は
育っているはずであるが，「文字の多い長
いものは読まない」。しかし，小学校で読
書を始めるためにも，長い物語を聞く力を
育てることはとても大切である。「一度し
か読まない」ことが、「長いものは読まな
い」ことになっている可能性も考えられる。
子どもは，最初はおおまかにしかわからな
くても，何度も読んでもらううちにわかっ
てくるのであって，それが成長の糧となっ
てお話を楽しむ力が身につくのである。④
絵本の貸し出しを行ってはいても，「貸し
出す絵本選びは子どもや親に任せている」。
⑤絵本がよく読まれている場合でも，いい
ものを選んでいるとは思えない場合が多
い。季節や行事に関連したものを読もうと
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　　　　絵本比較実践演習（75 分）
　　　  試験（60 分）
　　　  講義間休憩 15 分
　　　  昼食 60 分
・対象者　 幼稚園教諭免許状更新該当者　
91 名
・場　所　 ノートルダム清心女子大学中央
棟 3 階・4 階
・講習名　 明日からすぐに生かせる絵本選
びのコツ　
・講習内容
　講習 1「保育に生かす絵本 1」（幼稚園教育
における絵本の役割についての講義）
　講習 2「絵本の世界を体験しよう」（演
習の内容と留意事項についての説
明のあと，グループに別れての絵
本比較実践演習）
　講習 3「絵本を選ぶ目を養おう」（絵本
選びについての解説）
　講習 4「保育に生かす絵本 2」（発達に即
した絵本についての講義）
・講習 2（絵本比較実践演習）の概要
　演習では，3 〜 4 名ずつのグループに別
れてもらい，グループごとに 3 冊の絵本を
セットにしたものを渡す。各セットの絵本
は，共通したテーマ，題材などを持つもの
であり，その 1 冊は講師側が「子どもに読
み聞かせてほしい絵本」として選んだもの，
1 冊は「現場でよく読まれているが，内容
がよいとは言えない絵本」として選んだも
の，残る 1 冊は，よいものの場合もあれば，
あまり感心できないものの場合もある。3
冊目を加えたのは，絵本のよしあしを論じ
合う場合に，講師側の意図が見えすぎてし
まうと，議論が深まらないという可能性を
考慮したからである。
①研修について以下の説明を受ける
（1）ねらい
い，見るほどにますます好きになる絵本で
す。」5）と，述べている。1 冊の絵本も繰り
返し読み聞かせてもらうことを通して，絵
本や物語への親しみが増し，興味をもって
想像をする楽しさをたっぷり味わうことが
できるのである。このように，物語と絵の
調和という視点からも，絵本を吟味する必
要があると考える。決して，絵本であれば
何でもよいわけではないのである。子ども
の育ちを支える教員の責任として，教師は，
子どもが想像する楽しさを味わいながら，
先生や友達と心を通わせることができる絵
本を選ぶことの必要性を胸に刻まなければ
ならない。その認識のもとに，絵本を選ぶ
力を養うことが必要となってくるのである。
　そこで，教師の資質向上を目指し，教員
免許状更新講習において教師に向けた絵本
選書の研修を考案・実施した。大学の授業
として行う講義と異なり，時間が短いため
効果的な方法を用いる必要があった。本稿
では，「明日からすぐに生かせる絵本選び
のコツ」と題して行った 2014 年度の教員
免許更新講習について，その内容と成果及
び課題を報告する。
Ⅱ　方　法
1．研修のねらい
　前述したように，絵本は保育のすき間を
埋める便利な道具にすぎないのではない。
適切なものを選んで子どもたちといっしょ
に楽しめば，とても大きな力となって子ど
もの育ちを支えるものとなる。そこで，今
回の研修では次の 2 つを主なねらいとし
た。1 つは，絵本は適切なものを選ぶ必要
があることを理解することであり，もう 1
つは，絵本を選ぶ目を養うことである。
2．講習会の手順
・日時　2014 年 8月22 日（金）9：10 〜16：55
　　　　うち講義 3 コマ（各 75 分）
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　しかし大人はそうはいかない。大人は，
絵本のページをめくったら，まず絵を見る
か，文を読むか，どちらか一方からはじめ
るしかない。それでも，十分に時間をかけ
れば，両方からの情報を総合して理解する
ことが可能だが，ふつうはそこまで時間を
かけずに次のページをめくるので，子ども
よりもはるかに浅い理解にとどまる場合が
多い。また，子どもならば，ページがどん
どんめくられていくあいだ，連続的に絵を
見つめ，耳からは連続的に物語を聞き続け
ることができるので，「お話にはいりこむ」
ということがしやすいが，大人の場合は，
まず絵を見るにせよ，文を読むにせよ，流
れがブツブツと途切れてしまうので，「は
いりこむ」という体験には到達しにくい。
にもかかわらず，「絵本は幼い子どものた
めのものだから，大人が読むのはかんたん」
という通念があるので，読めているつもり
で，じつは子どもの立場で読めていない場
合が多いのである。大人にも子どものよう
にしっかりと絵本を受け止める力を養って
もらうには，どうすればいいのだろうか，
その一つの方法が，「大人同士で読み聞か
せあう」ということである。
　ただし大人は，読んでもらっていても，
つい文字に目を走らせてしまうことが多い
ので，それをしないで，耳から言葉を聞き
ながら絵をすみずみまでじっくりと「読む」
ようにと，注意を促した。
　特に長いものや，初めて読むと思われる
ものについては，学生を含む研修スタッフ
が読み聞かせを行い，受講者は「絵本を子
どものように体験する」ことに専念できる
よう配慮した。
　長いものや読みなれていないと予測でき
るもの以外は，お互い読み聞かせあうこと
となるが，短いものについては，読み手に
もその絵本が体験できるように，交替して
再度読み聞かせることも勧めた。
（2）進め方
（3）「絵本を読んでもらう」ということ
（4）読み手をつとめる場合に気を付けること
（5）長さや対象年齢について
（6）絵本の評価について
＊ （1）〜（6）は，本報告書 1．ねらい，3．
研修の工夫で述べている内容に相当
② 各グループ 3 〜 4 名ずつに分かれ，3 冊
セットが用意してある机に移動する
③読み聞かせあう
④ 共通点や相違点を探しながら，具体的に
比較を行い，話し合う
⑤ワークシート（表 2）に随時記入する
3．研修の工夫
　本講習では，絵本を選ぶ目を養うことが
目的の一つである。そこで，参加者が，子
どもの視点に立ち絵本を聴く体験をし，そ
の体験の意味を理解すること，加えて，絵
本の選書の実際的な力を育成することが
必要になると考えた。そこで，それらを意
図した研修の工夫点とその背景について
以下，述べていく。加えて，絵本の読み聞
かせの方法についても，解説を加える。
子どもの視点に立ち絵本を聴く
　子どものために絵本を選ぶには，子ども
がその絵本をどう受け止めるかを推察する
必要がある。しかし，大人が自分で絵本を
読んだだけでは，その推察はむずかしい。
それは，絵本というものが，本来，「読ん
でもらう」ものとしてできていて，「自分
で読む」ようにはできていないからである。
　子どもは，絵本を読んでもらうとき，耳
で言葉を聞きながら，絵を読んでいる。ペー
ジがめくられると，子どもはすぐさま次の
絵を読みはじめ，同時に，そこに添えられ
た言葉を耳で聞き，絵と言葉の両方に含ま
れている情報を照らし合わせながら，その
絵本の内容を吸収していく。
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ループで話し合うが，統一見解は不要であ
り，あくまで個人の考えで仕上げるように
伝えた。意見をまとめることに時間や労力
を費やすよりも，話し合いの中で，それぞ
れが選ぶポイントに気づいてほしいという
願いがあったからである。
　現場の教員を対象とした研修であるの
で，つい「保育に使いやすいかどうか」と
いう大人の目線で選んでしまいがちであ
る。このことを指摘し，特に「自分が子ど
もなら」という受け手の目線での評価をす
るよう呼びかけた。
絵本の読み聞かせの工夫
　絵本の読み聞かせに関しては，役柄を演
じるような読み方ではなく，自然に気持ち
がこもる程度の読み方をしてほしいと要請
した。それはまず第一に，声が大きすぎる
と，他のグループの読み聞かせが聞き取り
にくくなるからである。それに加えて，も
う一つ大きな心配があった。それは，読み
方がドラマティックすぎると，内容の理解
がゆがめられてしまう恐れがあるというこ
とである。
絵本の比較
　3 冊を比較して話し合う中で，結論を出
すことを目的とするのではなく，感じたこ
とや気づいたことを出し合って，絵本を見
る目を豊かにしていくことに重きを置いて
いるのだが，その際現場の教員は対象年齢
を考えてしまいがちである。対象年齢を考
える際に，話の長さが基準となってしまい，
中身より長さで園児には向かないと決めて
しまう可能性がある。もちろん，対象年齢
を考えることは重要だが，それはその絵本
が子どもに手渡したいものであると判断し
た後の作業である。また，本当に質のいい
ものは対象年齢の幅が広い。長さにとらわ
れず，見比べることでどこを考慮して選ぶ
か，そのポイントを見つけていくよう説明
を行った。
　また，表 2 にあるようにワークシートに
はそれぞれの本について◎○△×を記入す
る欄がある。子どもにすすめたいかどうか
を検討して記入するのであるが，そこが目
的ではないことを再度強調した。結論を出
すことよりも，絵本選びのポイントに気づ
くことがこの研修の目的である。また，グ
表1　絵本リスト 表2　絵本比較用ワークシ トー（A4 版）
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押して貸す。ところがこのたろうのセリフ
を声高に強調して読んだために，たろうが
「意地悪」で「高飛車だ」といった否定的
な印象に受けとられてしまったのである。
　子どもにとって，自分のものを人に貸す
というのはたいへんなことで，幼稚園では
貸し借りに関わるトラブルが珍しくない。
実際，借りたものを乱暴に扱って壊すなど
の事故も起こりやすい。『たろうのばけつ』
でも，ほかの動物たちはちゃんとお礼を
言って返してくれたのに，ネコがバケツを
なくしてしまうという場面がある。読んで
もらう子どもたちは，たろうのつらい気持
ちに共感することによって，「貸すという
のはたいへんなこと」「借りたら大切に使っ
て，ちゃんとお礼を言って返さなくては」
などということを，自然に理解することが
できるだろう。
　さらによいのは，最後をお母さんまでが
たろうのバケツを借りていたというエピ
ソードでしめくくることによって，「貸し
てあげて，相手に喜ばれること」の喜びを
も体得させてくれることだ。借りる側が貸
す側のたいへんさを知り，貸す側が貸すこ
とに伴う喜びを知れば，大人がうるさく「貸
してあげなさい」「ちゃんと返しなさい」「あ
りがとうは？」などと言い続ける必要もな
くなるだろう。
　ところが前述したように，「らんぼうに
するならかさないよ」などのセリフを読む
のに，ドラマティックすぎる読み方をする
と，たろうの自然な気持ちへの共感が生じ
るよりも先に，反感が生じてしまうことが
わかった。この経験をふまえて，本講習に
おいては，読み方について事前に注意して
おくことにしたのである。
　読み聞かせの方法については，長年子ど
もに読み聞かせを行っている松岡が「わた
したちが子どもに本を読んでやるのは，子
どもを物語の世界に遊ばせてやるためで，
　本講習以前に行った絵本比較研修の試験
的実施でのことである。試験実施は以下の
通りである。試験的実施に直接かかわった
のは脇，片平であるが，比較に使用する絵
本の選書等の事前準備には他の執筆者も加
わっている。
・試験実施日時　2014 年 7 月 30 日
・名　称　 平成 26 年度岡山県国公立幼稚
園教育研究会　備前支部研修会
・場　所　学び館「サエスタ」
・参加者　 岡山県国公立幼稚園研究会備前
支部会員　70 名
・内　容　午前　講義
　　　　　　　　演習のやり方の説明
　　　　　午後　絵本比較演習
　　　　　　　　絵本の解説
　上記の試験的実施において，ある幼稚園
教員が読み手になり，『たろうのばけつ』（村
山圭子作　堀内誠一絵　福音館書店）をグ
ループの他のメンバーに読み聞かせた。そ
の教員は，たいへん張り切って，聞き取り
やすく，はつらつと読み聞かせてくれたの
だが，その声はあまりにも大きすぎて，近
くのグループは明らかに困惑していた。し
かも，終了後にワークシートを回収してみ
ると，そのグループでは，『たろうのばけつ』
に対する評価が極端に低かった。
　『たろうのばけつ』は，幼稚園で空き缶
にヨットの絵を描いてバケツを作ったたろ
うが，得意になってイヌヤネコやアヒルに
見せると，みんなが次々に借りに来る。最
後に借りたネコがそれをなくすが，じつは
お母さんが見つけて花生けに使っていた，
という内容の絵本である。たろうは，動物
たちに貸してと頼まれると，「ねえ，よっ
とのばけつ，なににするの。らんぼうにす
るならかさないよ」6）などとたずね，用途を
確かめてから，「大切に使うなら」と念を
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　絵本を丁寧に読むという行為自体，初め
て体験する方が多く，実践中も最初は戸惑
う様子がみられた。しかし，その戸惑うこ
とから，大人が絵本を一人で読むことがい
かに難しいかを実感し，今までできている
つもりであったこと等に気づいたのである。
　また，実際に比較を行ったのは 1 組だけ
であったが，見比べる経験を経た後，他の
本について解説を聞くと，分析の視点等納
得できたと思われる。絵本リストと，解説
資料も配布しているので，後で他のものに
ついても実際手にとって見比べることも可
能である。比較体験とその後の解説をセッ
トで行うことが受講者にとって実感を伴っ
た学びになったと考える。
　
選書をすることの必要性
C「自分が小さい時から慣れ親しんだ絵本を否
定されたようで，少し残念な気持ちも正直あ
りました。しかし，その後 1冊 1 冊の説明
をお聞きして，今までなんとなく読みやすそ
うな絵本，絵が見やすい絵本，子どもがわか
りやすく反応してくれる絵本を無意識のうち
に選んでいたことに気づきました」
D「年齢や絵本の長さばかりとらわれないよう
に，やはり，自分がまずしっかりと読んでみ
ることが大切だと思う。」
　講師からそれぞれの本について解説を聞
くだけでは，否定された思いだけが残って
しまいがちである。実際に比較を行った後
で解説を受けることで，もう一歩進んで，
自らの選書の仕方を振り返るきっかけにな
る。幼稚園教員として活用する絵本を選ぶ
ためには，まず自分が読み，中身を把握し
検討することである。
選書の際は内容を検討
E「『もりのこびとたち』はこれから子どもたち
にぜひ読み聞かせをしたいと思いました。長
演技者としてのわたしたちを印象づけるた
めではありません。絵本の場合であれば，
読んでいるあいだ，子どもの目が画面に集
中しているのがいい」7）のであり，「ほんと
うにいい読み方というのは，読み終わった
とき，物語の世界が，聞いた子の心に残る
読み方をいうのだと思います。」8）と，述べ
ている。また，長年絵本づくりに携わって
いる松居直も，絵本の文章について「読み
手の技術が必要とされたり，補足や説明が
ないとわからぬ作品は落第である」9）と述
べている。
Ⅲ　成果・考察
　講習後の受講者の声から次の 3 点が成果
としてあげられる。第 1 点は，同じテーマ
の絵本を 3 冊比較することで，幼稚園教員
として絵本選書を行うことの必要性が理解
できたこと，第 2 点は，選書の際何に気を
つければいいか選ぶ視点に気づいたこと，
第 3 点は，今回の講習が日常の保育の中で
絵本選書や園内研修に活かそうという意欲
につながったことである。
　以下 A 〜 L にあげている受講者の声は
筆記試験の設問「これまでの絵本の選び方
をふりかえるとともに，日々の保育の中で
今後どんな点に気をつけて絵本を活用しよ
うと考えるようになったかをまとめてくだ
さい。」に対して，特に絵本選書比較の実
施について直接述べたものをとりあげてい
る。
絵を読むことと絵本比較の難しさ
A「今まで絵本が読めていなかった自分にも気
づいた。子どもの立場から絵本を見ることが
なかったからだ。」
B「3冊の絵本の比較は，自分ではなかなか分
からず，講義の中での分析をお聞きして納得
するような状態でした。」
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ら，子どもの立場に立った研修の機会をもっ
ていきたいと思います。」
K「今後は何かのあいまの活動としてではなく，
読み聞かせのための時間を作って行きたい」
L「自分で読み解いた絵本を早く子どもと一緒
に楽しみたい」
　自らが体験したことで，同じ職場の職員
と物語を耳から聞きながら絵を読むことの
意味を知らせたいという思いが強まったの
ではないか。また I・J のように，大人も
読んでもらうことで，やっとその物語を子
どもの立場で楽しむことができるというこ
とに気がつき，それを園内研修に活用した
いという思いは，正解を出すことを目的と
せずに，あくまで比べて話し合うこと自体
を目的としたから出てきたと考えられる。
人の評価をうのみにするのではなく，自分
たちで読み比べて選ぶことの大切さに気付
くきっかけになったと考える。
　
　以上のように，実際絵本比較を体験する
ことで，自らを振り返り，今後の絵本選び
や活用の仕方等への配慮につながる研修に
なったと考えられる。しかし，更に課題も
見つかった。それは，事前に丁寧な説明を
行ったにもかかわらず，登場人物の感情を
誇張して表現するといったパフォーマンス
的な読み方をしてしまう姿があったことで
ある。子どもの前で話す場合，つい演じて
しまうのであろうが，絵本を読むときには，
そのお話の力を信じて，必要以上の演技は
慎んでもらうよう事前に強調し，指示して
いく必要がある。
Ⅳ　おわりに
　本講習では，実際に絵本比較を行ったこ
とが 1 つの特徴である。選書リストを配布
して一方的に解説を行っただけでは，リス
トにあるものについては理解できるかもし
かったのですが，いつの間にか見入っていて
世界に入り込んでいて，長いとは感じません
でした。」
F「同じテーマでも様々な絵本があるというこ
とに今日初めて気づきました。」
　選書の際は D のように長さにとらわれ
がちだが，子どものように絵本を読んでも
らう体験をすると，物語をまるごと楽しむ
ことができ，E にあるように，長さは気に
ならなくなる。この経験を 1 度しておくと，
次から絵本を選ぶときには長さよりも中身
をじっくり読んで検討してみようとなると
考える。
　また，絵本を選ぶには，同じテーマのも
のという切り口で比べればいいという実際
的なやり方も学んでもらえたと思う。
今後の取組に生かす
G「今回読み聞かせの実習では読んでもらう体
験をしていても知らず知らず，字を追ってい
る自分に気がついた。絵を見るそんな体験も
職員間でやってみたいと思った」
H「3冊の絵本について読み比べをしてみて，
一つの題材でも，「大人の都合で書いてある
もの」「あまりに現実的でないもの」「子ども
にぜひ伝えたいもの」等様々にあるというこ
とがよくわかりました。（中略）時には他の
教師と議論したりしながら選んでいきたいと
思います。」
I「読んでもらうことで，お話の世界に入れるこ
とも体験したので，園に戻って今日学んだこ
とを伝え，より良い絵本を子どもたちに与え
られるようにしっかり研究していきたいと思
いました。」
J「文字を追っていると絵本の世界に入りきれ
ないというのは今日の演習でとても感じるこ
とができたので，職員間の中でも，お互いに
読み聞かせをする機会をもつようにし，自分
でも「絵を読む」といった経験を楽しみなが
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れない。しかし，重要なのは園にある絵本
を吟味してみようという意欲につながるこ
と，また研修後も日常保育の中で絵本を選
んで活用するよう努めることである。
　また絵本を選ぶ力を養うためには，今回
力を入れた子どもの立場に立って絵本を味
わうことに大きな意味がある。それができ
なければ本当の意味で絵本を評価すること
につながらない。
　今後も改善を加えながら教員の絵本選びの
資質向上に寄与していきたいと考えている。
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